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～ 伝えたい木の文化、残したい美しい森 ～
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https://www.voice.maff.go.jp/maff-interactive/people/ShowWebFormAction.do?FORM_NO=82ご意見、ご質問は →

http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/utsukushiimoridukuri/news.htmlバックナンバーは →

１２月９日（日）１４：００～京都市※ 若林大臣と語る希望と安心の国づくり

～ 「美しい森林づくり」について一緒に考えてみませんか。２５日迄参加者募集中 ～
も り

http://www8.cao.go.jp/taiwa/participant20071209.html詳しくはこちらから

（やまなし森づくりフォーラムの開催）◎ 森をめぐる新しい協働

－ 森づくりをサポートする「やまなし森づくりコミッション」の取り組み －

、有楽町朝日スクエア１１月１２日（月）

において、美しい森（東京都千代田区）

林づくり地方推進組織である「やまな

し森づくりコミッション」主催の「や

まなし森づくりフォーラム」が開催さ

れました。

で紹介した本誌３７号（９月２６日発行）

「やまなし森づくりコミッション」で

は、コミッションの設立を記念し、企

業や団体による森づくり活動を支援するための意見交換の場となる

フォーラムを、地元山梨県を飛び出し東京都内でも開催しました。

フォーラムの開催テーマでもある 森「

をめぐる新しい協働」についての、

内山 節 によ氏（哲学者・立教大学教授）

る基調講演がありました。

講演では 「都市の人と山村の人とが、

お互いに足りない部分を補い合って生

きていくことが新しい協働ではない

か 」との話がありました。。

この後、山梨県内で森林整備活動を実施している企業（４社）か

ら、活動箇所の選定にあたって留意したこと、地元 のコーデＮＰＯ

ィネートの必要性等について発表がありました。

基調講演を行う内山教授

企業の森づくり担当者及び内山教授と意見
を交わす多くの参加者



◎「美しい森林」づくりは 「美しい水」を育みます、
も り

第１回アジア・太平洋水サミットオープンイベント（大分県）

－ 公開シンポジウム「美しい森林と美しい水」の開催 －

、大分県別府市ビーコンプラザ内会議室において、１２月１日（土）

第１回アジア・太平洋水サミットオープンイベントとして公開シン

ポジウム「美しい森林と美しい水」が開催されます。

「美しい森林」づくりは、おいしく清らかな「美しい水」を育む

ことにつながります。森林は、降水を一時的に貯留しゆっくりと河

川に流したり、水質を浄化して良質な水の安定的な供給に大きな役

割を果たしています。水資源の確保のためにも、健全な状態の森林

を維持・造成することが大切です。

シンポジウムでは、森林科学者による講演や水と森林を守る地域

の優れた取り組み事例の発表が行われます。

お近くの方は、是非お立寄りください。

※ 「美しい森林づくりニュース」のメールマガジンの配信を始めています。
も り

http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/utsukushiimoridukuri/mail.html登録はこちらから →

※活動事例発表を行った企業
ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京、日本たばこ産業株式会社
サミット株式会社、キユーピー株式会社 （発表順）


